
富山県理容生活衛生同業組合

県
　
　
組
　
　
合

顧
　
　
　
　
問

　
橘
　
　
　
慶
一
郎

　 

　
〃 

　
　
　
田
　
畑
　
裕
　
明

　 

　
〃 

　
　
　
上
　
田
　
英
　
俊

　
　 

〃
　 

　
　
野
　
上
　
浩
太
郎

　 

　
〃 

　
　
　
堂
　
故
　
　
　
茂

　
　 

〃 

　
　
　
五
十
嵐
　
　
　
務

　
　 

〃 

　
　
　
渡
　
辺
　
守
　
人

相
　 

談 

　
役

　
竹
　
部
　
健
　
次

理
　 

事 

　
長

　
小
　
坂
　
　
　
登

副  

理  

事  

長

総  

務  

部  

長
　
十
　
松
　
　
　
令

副  

理  

事  

長

教  

育  

部  

長
　
梅
　
島
　
成
　
元

常  

任  

理  

事

事  

業  

部  

長
　
田
　
近
　
和
　
浩

常  

任  

理  

事

経  

理  

部  

長
　
江
　
道
　
　
　
隆

常  

任  

理  

事

共  

済  

部  

長
　
清
　
水
　
茂
　
幸

理
事
・
広
報
部
長

　
高
　
見
　
叔
　
功

理
事
・
組
織
部
長

　
中
　
村
　
弘
　
之

広  

報  

理  

事
　
松
　
尾
　
克
　
夫

組  

織  

理  

事
　
山
　
内
　
　
　
馨

教  

育  

理  

事
　
梧
　
桐
　
雄
　
介

総  

務  

理  

事
　
矢
　
田
　
　
　
透

　
　 

〃 

　
　
　
村
　
中
　
清
　
勝

監
　
　
　
　
事

　
中
　
村
　
　
　
進

　
　 

〃 

　
　
　
晴
　
柀
　
吉
　
永

講 

師 

会 

会 

長
　
吉
　
田
　
政
　
美

事  

務  

局  

員
　
口
　
岩
　
佐
緒
里

　
　 

〃 

　
　
　
山
　
縣
　
朋
　
美

謹賀新年

富山市・呉羽山展望台　－立山連峰

理 容 608
No.

年頭所感・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2・3
第69回東海北陸理容競技大会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4・5
支部名簿・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6～10
支部・連協だより・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11～15
共済部報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14
富山県理容美容専門学校からのお知らせ・・・・・・・・・・・・16

Contents

発 行／富山県理容生活衛生同業組合 〒930-0804 富山市下新町 32-26 TEL 076-441-0604・FAX 076-433-2309　 編 集／広報部　 ホームページ／ http://riyo-toyama.com/

2022
1・2

　　　 令和４年１月５日  第 608 号　理　容　と　や　ま（  1  ）



年
頭
所
感

富
山
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

�

理
事
長
　

小
　
坂
　
　
　
登

富
山
県
知
事
　

新
　
田
　
八
　
朗

 

新
年
の
ご
挨
拶

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
コ
ロ
ナ
に
始
ま

り
コ
ロ
ナ
に
終
わ
っ
た
２
０
２
１
年
で
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
に
よ
り
理

容
業
界
に
も
様
々
な
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
、

社
会
の
あ
り
方
が
一
変
し
た
と
感
じ
る
一
年

で
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
先
が
見
え
な
い
中
で
は
あ
り
ま

す
が
、
待
っ
た
な
し
に
２
０
２
２
年
が
始
ま

り
ま
し
た
。
昨
年
は
限
ら
れ
た
状
況
下
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
開
催
し
た
組
合
事
業
の
推

進
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
深
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
特
に
昨
年
11
月
22
日
に
は
一
年
半
の
延
期

の
末
、大
会
規
模
を
大
幅
に
縮
小
し
て
の「
第

69
回
東
海
北
陸
理
容
競
技
大
会
」
を
富
山
市

「
カ
ナ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
富
山
」
に
於
い
て

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
東
海
北
陸
協
議
会
各
県
関
係
者
、
そ
し
て

本
県
の
実
行
委
員
の
方
々
の
ご
尽
力
の
賜
物

と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
本
年
は
富
山
県
組
合
に
於
い
て
最

重
要
課
題
で
あ
る
組
合
組
織
維
持
対
策
に
着

手
い
た
し
ま
す
。
既
に
昨
年
よ
り
改
革
分
科

会
を
立
上
げ
検
討
に
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
問
題
は
大
変
デ
リ
ケ
ー
ド

な
事
案
で
は
あ
り
ま
す
が
、
決
し
て
避
け
て

通
る
こ
と
な
く
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
打
撃
を
受
け
た
日
本
経
済
に
於
い
て
も

我
々
の
生
業
で
あ
る
理
容
業
は
存
続
し
て
い

ま
す
。
理
容
業
を
守
る
の
が
理
容
組
合
の
責

務
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
理
容
組
合
の
必
要
性

を
説
き
な
が
ら
、
先
ず
は
皆
様
の
声
を
大
事

に
聞
い
て
、
丁
寧
に
向
き
合
い
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
二
年
続
き
の
感
染
防
止
の
影
響
か

ら
中
止
に
な
っ
た
各
種
事
業
に
お
い
て
は
、

新
た
な
様
式
を
取
り
入
れ
る
等
、
万
全
の
対

策
を
検
討
し
、
開
催
で
き
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
が
組
合
員
の
皆
様
に
と
っ
て
、
元
気

な
良
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
富
山
県
理
容

生
活
衛
生
同
業
組
合
役
員
一
同
よ
り
祈
念
申

し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
輝
か
し
い
令
和
４
年
の
初
春
を
富
山
県

理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合
の
皆
様
と
と
も
に

寿
ぎ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
理
容
業
務
を
通
じ

て
、
衛
生
水
準
の
維
持
・
向
上
や
県
民
の
衛

生
的
、
文
化
的
な
生
活
の
確
保
に
多
大
な
ご

貢
献
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
心
か
ら
感
謝
申

し
あ
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
質
の
高
い
技
術
の
習
得
や
、
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、

後
継
者
の
育
成
・
確
保
な
ど
、
理
容
業
の
発

展
の
た
め
取
り
組
ま
れ
て
い
る
ほ
か
、
出
張

福
祉
理
容
に
よ
る
福
祉
の
充
実
・
向
上
に
も

ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
緊
張
感
の
伴
う
厳
し
い
状

況
が
続
く
な
か
で
、
感
染
防
止
対
策
を
徹
底

し
、
県
民
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
理
容
サ
ー

ビ
ス
を
継
続
的
に
提
供
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
小
坂
登
理
事
長
を
は
じ
め
役
員
並

び
に
組
合
員
の
皆
様
の
た
ゆ
ま
ぬ
ご
努
力
と

ご
熱
意
に
対
し
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
、
感

謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
、
本
県
理
容
業
の

振
興
と
衛
生
水
準
の
維
持
向
上
の
た
め
、
ま

た
、
ビ
ヨ
ン
ド
コ
ロ
ナ
の
新
し
い
富
山
県
の

未
来
を
つ
く
る
た
め
、
一
層
の
お
力
添
え
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。  

  

本
年
が
富
山
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

に
と
り
ま
し
て
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ

う
、
ま
た
、
小
坂
理
事
長
を
は
じ
め
組
合
員

の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し

あ
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。
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年
頭
所
感

富
山
県
理
容
美
容
専
門
学
校

�

校
　
長
　

金
　
谷
　
健
　
興

全
国
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会

�

理
事
長
　

大
　
森
　
　
利
　
夫

年
頭
の
ご
挨
拶

困
難
な
時
こ
そ
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
を

　
長
き
に
わ
た
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対

応
で
す
が
、
本
年
は
何
と
か
収
束
の
方
向
に

向
か
う
こ
と
を
願
い
、
新
年
を
寿
ぎ
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
旧
年
中
は
１
年
延
期
と
な
り
ま
し
た
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
以

下
・
オ
リ
パ
ラ
）
も
、
無
観
客
が
中
心
と
な

れ
ど
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私
ど
も
全
国
理

容
連
合
会
は
オ
リ
パ
ラ
選
手
村
の
ヘ
ア
サ
ロ

ン
（
理
容
、
美
容
、
ネ
イ
ル
）
を
担
い
、
ア

ス
リ
ー
ト
へ
の
晴
れ
の
舞
台
を
と
務
め
応
援

し
ま
し
た
。
理
容
師
50
人
の
日
本
の
衛
生
的

な
高
度
な
技
術
は
好
評
で
あ
り
、
国
際
交
流

の
一
翼
を
担
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
10
年
の
節

目
に
あ
た
り
、
大
震
災
の
教
訓
を
次
世
代
に

つ
な
ぐ
べ
き
「
あ
れ
か
ら
十
年
事
業
」
に
取

り
組
み
、
宮
城
県
名
取
市
の
震
災
メ
モ
リ
ア

ル
公
園
に
碑
の
建
立
・
除
幕
も
行
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
感
染
防
止
に
配
慮
し

な
が
ら
諸
事
業
に
ご
協
力
を
下
さ
い
ま
し
た

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
富
山
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合
（
以

下
、
理
容
組
合
）
及
び
組
合
員
各
位
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
初
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
3
期
９
年
を
務
め
ら
れ
た
竹
部
前
校
長
の

ご
勇
退
後
、
学
校
法
人
富
山
県
理
容
美
容
学

校
理
事
会
に
よ
り
校
長
に
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た

金
谷
と
申
し
ま
す
。
今
後
と
も
、
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
思
い
返
せ
ば
、
理
容
組
合
富
山
支
部
長
竹

部
・
広
報
金
谷
で
３
年
、
理
容
組
合
富
山
連

絡
協
議
会
長
竹
部
・
総
務
金
谷
で
３
年
、
富

山
県
理
容
美
容
専
門
学
校
（
以
下
、
本
校
）

校
長
竹
部
（
理
容
組
合
理
事
長
）・
副
校
長

金
谷
で
９
年
の
計
15
年
間
の
長
き
に
渡
り
、

理
容
組
合
組
織
と
本
校
に
お
い
て
直
属
の
部

下
と
し
て
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
。「
理
容

と
や
ま
」
の
貴
重
な
紙
面
を
お
借
り
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
が
、
改
め
ま
し
て
竹
部
前
校

長
の
長
年
の
ご
高
配
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
度
、
本
校
は
72
期
生
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
一
重
に
、
本
校
設

立
以
来
の
理
容
組
合
及
び
組
合
員
各
位
の
ご

指
導
、ご
鞭
撻
の
賜
物
と
幸
甚
の
至
り
で
す
。

　
さ
て
、
本
校
は
私
立
学
校
法
（
以
下
、
私

学
法
）の
下
、行
政
か
ら
納
税
を
は
じ
め
様
々

な
優
遇
を
享
受
で
き
る
学
校
法
人
と
し
て
存

続
し
て
お
り
ま
す
。
令
和
２
年
４
月
１
日
の

私
学
法
改
正
に
伴
い
、
本
校
も
ガ
バ
ナ
ン
ス

皆
さ
ま
方
に
は
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
連
合
会
と
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
等
々
に

対
し
て
も
、
何
と
か
業
界
進
展
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
落
と
さ
な
い
よ
う
、
本
年
も
知
恵

と
工
夫
で
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
特
に
、
本
年
２
月
22
日
に
は
中
止
と
な
っ

た
世
界
大
会
に
代
わ
る
「
ヘ
ア
ワ
ー
ル
ド
ジ

ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
オ
ー
プ
ン
２
０
２
２
」
を
全

国
大
会
と
併
せ
て
、
横
浜
・
大
さ
ん
橋
ホ
ー

ル
に
て
開
催
す
る
予
定
で
す
。
入
場
者
数
の

制
限
を
行
い
つ
つ
、
ラ
イ
ブ
ス
ト
リ
ー
ミ
ン

グ
配
信
等
、
感
染
対
策
を
万
全
に
し
、
ニ
ュ

ー
ノ
ー
マ
ル
な
新
た
な
競
技
大
会
の
形
を
実

現
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
困
難
な
時
こ
そ
逆
転
の
発
想

に
よ
る
工
夫
を
こ
ら
し
、
皆
さ
ま
が
未
来
に

希
望
が
持
て
る
よ
う
な
運
営
を
実
行
し
て
い

く
所
存
で
す
。
ど
う
か
２
０
２
２
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

の
変
更
、
改
正
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

結
果
と
し
て
、
外
部
理
事
の
招
聘
や
今
ま
で

理
容
組
合
様
と
美
容
組
合
様
に
お
願
い
し
て

い
た
監
事
を
第
3
者
の
公
認
会
計
士
に
要
請

し
外
部
監
事
と
し
て
就
任
い
た
だ
き
、
ご
意

見
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
本
校
は

学
校
法
人
と
し
て
の
教
育
機
関
の
使
命
と
責

任
を
遂
行
し
、
理
容
・
美
容
業
界
の
み
な
ら

ず
社
会
に
貢
献
で
き
る
学
校
法
人
と
し
て
、

少
子
高
齢
化
に
伴
う
18
歳
人
口
の
減
少
に
対

応
し
な
が
ら
健
全
経
営
を
継
続
し
て
い
く
所

存
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
利
害
関
係
者
の

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
配
慮
し
な
が
ら
私
学

法
を
遵
守
し
た
さ
ら
な
る
本
校
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
改
変
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
理
容
組
合
及
び
組
合
員
各
位
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
に
配

慮
し
な
が
ら
、
本
校
教
職
員
は
教
育
の
機
会

均
等
の
原
則
に
乗
っ
取
り
、
教
育
の
質
を
落

と
す
こ
と
な
い
よ
う
に
、昨
年
の
4
月
以
降
、

膨
大
な
業
務
繁
多
を
伴
う
遠
隔
授
業
・
学
年

別
当
校
・
時
差
登
校
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
に
細
心
の
注

意
を
払
い
な
が
ら
、
果
敢
に
生
徒
の
指
導
に

邁
進
す
る
本
校
教
職
員
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　
終
わ
り
が
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
は
続
き
ま

す
が
、
理
容
組
合
お
よ
び
組
合
員
各
位
の

益
々
の
ご
繁
栄
を
祈
願
い
た
し
ま
し
て
、
加

え
て
ご
自
愛
を
お
願
い
た
し
ま
し
て
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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　新型コロナウイルスの影響で１年５か月の延期を余儀なくされましたが、第69回東海北陸理容競技大会が、
富山市「オークスカナルパークホテル富山」において開催され、県予選を勝ち抜いた28人が腕を競いました。
　開会式では小坂登実行委員長が「祭りのない町は栄えない。競技大会は業界最大の祭り。今年は小さな祭りだ
が来年からは大きな祭りになることを願いたい」と挨拶。富山県代表の坂口和也選手が力強い選手宣誓をおこな
い熱戦の火蓋が切られました。
　富山県からは第１部門に米沢壮績、西島宏幸、第２部門に前田崇至、坂口和也、第３部門に桶谷怜児の５選手
が挑み、最後の一秒まで全力を出し切りました。競技規定では時間内にマネキンモデルに衣装を装着して仕上げ
なければならず、全選手の苦労が見受けられましたが、数々の素晴らしい作品が目を引きました。
　成績発表では優勝に第２部門坂口和也、第３部門桶谷怜児選手の名前がそれぞれ呼ばれると、会場は歓声に包
まれ、表彰台でトロフィを高々と揚げ感涙にむせぶ姿に「よくやった。おめでとう！」と大きな拍手が送られま
した。
　閉会式では大会旗の引継ぎ式が執り行われ、来年度当番の静岡県組合林敏也理事長の挨拶で大会の全行程が締
めくくられました。
　今大会は観戦者の入場制限はしませんでしたが、感染対策の観点から会場にいなくてもパソコンやスマートフ
ォンから大会の様子が見られるよう初のライブ配信を試み、結果好評でした。
　最後に、実行県として40名あまりの実行委員の方々にはお忙しい中、打ち合わせ、設営準備、リハーサルのため、
前日より二日間ご協力を賜りました。おかげさまで滞りなく大会を運営することができ、この紙面をもって皆様
にお礼を申し上げます。本当にありがとうございました。

※その他の成績
　第１部門　優　勝　服部　紘征（愛知）
　　　　　　２　位　青山　将大（静岡）
　　　　　　３　位　白倉　寛也（三重）
　　　　　　敢闘賞　田嶋　寛明（石川）
　　　　　　　　　　中村　航太（三重）
　第２部門　２　位　島津　喜至（静岡）
　　　　　　３　位　林　　幸太（愛知）
　第３部門　２　位　大石　勝哉（静岡）
　　　　　　３　位　岩野　茉彩（愛知）
　　　　　　敢闘賞　村本　俊輝（愛知）

第69回東海北陸理容競技大会

“坂口和也選手、桶谷怜児選手に栄冠！”

第１部門　Barber Style（バーバースタイル）【マネキン】

１位　服部　紘征
（愛知県）

２位　青山　将大
（静岡県）

３位　白倉　寛也
（三重県）
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第２部門　レディスカット・パーマスタイル『 Leap』【マネキン】

第３部門　メンズカット・パーマスタイル【マネキン】

１位　坂口　和也
（富山県）

１位　桶谷　怜児
（富山県）

２位　島津　喜至
（静岡県）

２位　大石　勝哉
（静岡県）

３位　林　　幸太
（愛知県）

３位　岩野　茉彩
（愛知県）

　　　 令和４年１月５日  第 608 号　理　容　と　や　ま（  5  ）



相

談

役 

中

村

弘

之

支

部

長 

和

田

宗

一

副
支
部
長（
総
務
部
長
） 

中

野

慎

也

副
支
部
長（
経
理
部
長
） 

成

瀬

　

圭

一
班
班
長（
共
済
部
長
） 

小

杉

俊

光

二
班
班
長（
事
業
部
長
） 

清

水

義

昭

三
班
班
長（
教
育
部
長
） 

村

田

哲

也

四
班
班
長（
広
報
部
長
） 

松

原

智

洋

五
班
班
長（
組
織
部
長
） 

先

名

徳

恭

監
　
　
査
　
　
役 

寺

嶌

哲

朗

〃

 

平

本

光

治

富
山
連
協
女
性
部
長 

飯

　

田

　

久

美

子

相
談
役（
県
理
事
） 

小

坂

　

登

監

査

役 

前

田

英

志

　
　
　
〃
　
　
　 

平

野

正

則

支 

部 

長（
総
代
） 

元

野

岩

雄

総
務
・
事
務
部
長
（
総
代
） 

佐

々

木

　

　

　

一

経
理
部
長（
総
代
） 

寺

﨑

幸

治

共
済
部
長（
総
代
） 

神

倉

健

一

事
業
・
渉
外
部
長 

村

田

淳

哉

県

理

事 

清

水

茂

幸

相
　
　
談
　
　
役 

大

澤

英

一

支
部
長
・
県
総
代 

岩

江

伸

昌

副
支
部
長･

事
業
部
長
・

県
　
　
　
総
　
　
　
代 

奥

澤

正

明

会
計･

共
済
部
長 

根

上

智

和

教

育

部

長 

竹

部

恭

史

厚

生

部

長 

間

瀬

卓

也

監

査 

松

原

孝

夫

　
　
　
〃
　
　
　 

清

水

茂

幸

地

区

役

員 

岩

江

正

明

　
　
　
〃
　
　
　 

根

上

智

和

　
　
　
〃
　
　
　 

奥

澤

正

明

　
　
　
〃
　
　
　 

清

水

茂

幸

富
　
山
　
支
　
部

魚
　
津
　
支
　
部

八
　
尾
　
支
　
部

相
　 

談 

　
役

監
査
役
・
県
総
代 
川

渕

智

弘

相
　
　
談
　
　
役

監
査
役
・
教
育
部
長 

津

田

　

隆

支
部
長
・
県
総
代 

村

口

秀

一

副

　

支

　

部

　

長

総
務
部
長
・
連
協
総
代 

荒

井

和

明

会
計
・
共
済
部
長

連 

協 

総 

代 

木

村

周

作

事
業
部
長
・
厚
生
部
長 

佐

藤

文

将

第
一
年
金
・
全
労
災 

前

野

勝

彦

呉
羽
地
区
班
長 

高

見

紀

夫

　

〃

　 

前

野

勝

彦

　

〃

　 

津

田

　

隆

和
合
地
区
班
長 

中

浜

岸

雄

　

〃

　 

折

　

孝

夫

富 

山 

西 
支 

部

支
部
相
談
役（
地
区
幹
事
） 

室

生

義

雄

　
　
　
〃
　
　
　 

松

野

宗

樹

監
査
（
地
区
幹
事
） 

谷

口

武

寛

監

査 

八

　

村

　

冨

士

子

支
　
　
部
　
　
長 

吉

田

直

樹

事 

業 

部 

長 

・

出
張
理
容
部
長 

吉

田

茂

樹

会

計 

藤

井

泰

久

共

済

部

長 

松

野

哲

郎

教

育

部

長 

吉

澤

　

隆

地
　
区
　
幹
　
事 

橋

本

稔

光

　
　
　
〃
　
　
　 
山

本

則

夫

　
　
　
〃
　
　
　 

山

田

正

義

黒
　
部
　
支
　
部

相
談
役
・
広
報
理
事 

松

尾

克

夫

相
談
役
・
連
協
監
事 

村

井

周

二

支
　
　 

部
　
　 

長
・

連
協
広
報
部
長
・
県
総
代 

村

中

勝

則

副
支
部
長
・
事
業
部
長
・

県

連

協

総

代 

中

川

　

貢

経
理
部
長
・
教
育
部
長
・

県

連

協

総

代 

高

地

雅

之

共

済

部

長 

松

瀬

貴

司

青
年
部
長
・
連
協
青
年
部
長 

西

田

寛

伺

福

祉

部

長 

村

井

周

二

監

査 

岩

瀬

徳

二

〃

 

西

野

哲

郎

婦
　
中
　
支
　
部

支

部

長 

魚

　

川

　

清

　

蔵

会

計 

石

金

良

一

教 

育 

部 

長 

・ 

庶 

務 

梅

　

澤

　

典

　

史

事
　
業
　
部
　
長 

福

　

田

　

勝

　

之

庶
　
務
　
部
　
長 

石

　

金

　

秀

　

一

共
　
済
　
部
　
長 

辻

谷

忠

行

庶
務（
集
金
担
当
） 

中

井

市

郎

会
　
計
　
監
　
査 

吉

　

崎

　

　

　

洋

県
・
連

協

総

代 

土

肥

真

二

水
　
橋
　
支
　
部

支
部
長
・
福
祉
・
県
総
代 

米

村

充

憲

副
支
部
長
・
県
監
査 

中

村

　

進

会

計 

鈴

木

賢

治

共

済

・

事

業 

片

岸

博

一

監

査 

丹

羽

　

清

〃

 

飛

田

昌

子

女
　
　
性
　
　
部 

鈴

木

美

和

県
女
性
部
・
厚
生 

米

　

村

　

真

理

子

福
　
光
　
支
　
部
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相

談

役 

伊

東

俊

治

支

部

長 

晴

柀

吉

永

副
支
部
長（
総
代
） 

伊

東

秀

治

経

理
・
共

済
・

事
業
部
長（
総
代
） 

新

喜

裕

二

総

務

部

長 

中

山

大

輔

監

査 

横

井

邦

康

〃

 

白

石

　

寛

上
　
市
　
支
　
部

相

談

役 

四

十

物

　

健

　

治

監

査 

寺

田

康

雄

監

査
・
連

協

長 

高

見

叔

功

支

部

長 

蛯

谷

智

明

副

支

部

長

・

会

計

・

事

業 

浜

木

辰

也

厚

生

・

共

済 

高

島

明

宏

厚

生 

西

島

宏

幸

入
　
善
　
支
　
部

支

部

長 

竹

　

内

　

　

　

弘

副
支
部
長
・
経
理
部
長
・

共
済
部
長･

事
業
部
長 

成

田

年

将

監

事 

十

松

　

令

　
　
　
〃
　
　
　 

藤

井

雄

一

幹

事 

十

松

明

美

　
　
　
〃
　
　
　 

藤

井

雄

一

　
　
　
〃
　
　
　 

中

田

安

治

　
　
　
〃
　
　
　 

柳

田

広

司

立
　
山
　
支
　
部

支
部
長
・
共
済
・
事
業
部
長
・

県
　
　
　
　
総
　
　
　
　
代 

川

岸

　

誠

副
支
部
長
・
経
理
部
長
・

県
　
　
　
理
　
　
　
事 

山

　

内

　

　

　

馨

総
務
・
広
報
部
長

県
　
　
総
　
　
代 

山

　

内

　

　

　

裕

厚

生

部

長 
鈴

　

木

　

啓

　

公

相
談
役
・
教
育
部
長 

打

井

彰

二

監

査

役 

浦

田

勝

博

滑
　
川
　
支
　
部

相

談

役 

水

島

吉

範

相

談

役
・
幹

事 

長

津

雄

一

支
部
長
・
連
協
広
報
担
当 

金

森

大

泰

副
支
部
長（
共
済
） 

河

端

邦

彦

副
支
部
長（
事
業
） 

平

田

隆

則

会
計
・
県
女
性
部
長 

吉

江

僚

子

監
　
　
　
　
　
査 

平

坂

洋

子

　
　
　
〃
　
　
　 

田

中

正

良

女

性

部

長 

名

　

越

　

智

恵

子

幹

事 

水

野

敏

男

　
　
　
〃
　
　
　 

堀

田

洋

勝

　
　
　
〃
　
　
　 

寺

　

田

　

須

美

子

朝
　
日
　
支
　
部

相

談

役
・
共

済 

木

下

伸

明

支

部

長
・
福

祉 

金

谷

照

人

事

業

部

長 

重

原

正

希

会

計 

鈴

木

啓

介

福
　
野
　
支
　
部

監

査
・
相

談

役 

橋

爪

良

雄

支

部

長 

藤

崎

純

一

共
済
・
事
業
部
長 

橋

爪

恵

美

会

計 

黒

河

　

敏

津
　
沢
　
支
　
部

相

談

役 

七

沢

康

信

支
部
長
・
県
総
代 

島

田

昌

義

副
　
支
　
部
　
長
・

県
総
代
・
事
業
部
長 

水

野

盛

男

会

計 

杉

野

正

一

共

済

部

長 

名

井

一

彦

監

査 

伊

藤

明

雄

石
　
動
　
支
　
部

支
部
長
・
県
総
代 

山

岸

　

聡

会

計 

柳

丸

正

治

共

済
・
監

査
・

連
　
協
　
会
　
計 

高

澤

賢

一

事

業

部 

山

岸

　

隆

城
　
端
　
支
　
部

支
部
長
・
県
総
代 

島

村

英

和

副
支
部
長
・
共
済 

小

山

希

和

会

計 

溝

口

雄

一

事

業 

瀬

　

尾

　

美

季

子

県

総

代 

源

通

正

史

相

談

役 

坂

田

和

夫

監

査 

小

幡

正

樹

砺
波
中
央
支
部
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名

誉

顧

問 

永

森

直

人

県
総
代･

教
育
・

福
　
祉
　
部
　
長 

四

　

辻

　

日

出

夫

県
総
代･

事
業
部
長 

松

　

岡

　

照

　

雄

県
総
代
・
共
済
・
支
部
長 

冨

田

潤

吉

会

計 

冨

　

田

　

さ

つ

き

会

計

監

査 

林

　

清

二

　
　
　
〃
　
　
　 

松

岡

照

雄

小
　
杉
　
支
　
部

支

部

長
・
総

代 

木

　

村

　

益

　

之

会
計
・
共
済
・
事
業
部 

西

　

野

　

惠

美

子

女

性

部 

片

山

直

美

福
　
岡
　
支
　
部

監
　
　
査
　
　
役 

井

　

上

　

雪

美

都

　
　
　
〃
　
　
　 

竹

岸

秀

夫

支
　
　
部
　
　
長 

宮

袋

勝

次

総

務 

鳩

澤

和

成

　
　
　
〃
　
　
　 

石

黒

直

樹

経

理

部

長 

手

　

丸

　

勝

　

人

共
　
済
　
部
　
長 

広

原

源

治

事
　
業
　
部
　
長 

石

崎

　

純

　

幹

事 

満

保

匡

隆

　
　
　
　
　
〃
　
　 

石

黒

義

治

　
　
　
　
　
〃
　
　 

中

川

洋

介

　
　
　
　
　
〃
　
　 

高

岡

　

健

　
　
　
　
　
〃
　
　 

梶

谷

哲

男

　
　
　
　
　
〃
　
　 

得

能

　

浩

　
　
　
　
　
〃
　
　 

嶋

　

路

子

　
　
　
　
　
〃
　
　 

宮

田

良

子

　
　
　
　
　
〃
　
　 

山

崎

　

豊

新
　
湊
　
支
　
部

支
部
長
・
県
総
代 

寺

本

篤

志

会

計
・
県

総

代 

太

田

秀

明

共

済

・

事

業 

茨

山

修

臣

相

談

役
・
監

査 

山

本

良

貴

連

協

監

査 

滋

野

正

詞

連
協
教
育
委
員 

大

島

健

司

砺
　
波
　
支
　
部

名

誉

顧

問 

橘

　

　

　

慶

一

郎

　
　
　
〃
　
　
　 

渡

辺

守

人

相
　
　
談
　
　
役 

江

道

　

隆

　
　
　
〃
　
　
　 

村

中

清

勝

監
　
　
　
　
　
査 

沖

　

忠

則

　

〃

　 
本

江

慎

一

支
　
　
部
　
　
長 

中

川

拓

也

副
支
部
長･

総
務
部
長 

佐

藤

太

一

経
　
理
　
部
　
長 

三

箇

海

太

共
　
済
　
部
　
長 

斉

藤

浩

一

教
　
育
　
部
　
長 

黒

田

充

紀

事
業
・
組
織
部
長 

山

本

吉

信

広
　
報
　
部
　
長 

野

村

邦

夫

事
業
部
員
（
高
　
陵
） 

村

中

裕

治

　 

〃 

　
（
芳
　
野
） 

杉

　

本

　

ゆ

か

り

　 

〃 

　
（
志
貴
野
） 

中

　

成

吉

　 

〃 

　
（
南
　
星
） 

中

村

　

輝

　 

〃 

　
（
西
　
部
） 

吉

　

田

　

真

佐

人

　 

〃 

　
（
五
位
国
吉
） 

守

護

逸

人

女

性

部

代

表 

扇

　

澤

　

ゆ

か

り

青
　
年
　
部
　
長 

前

田

崇

至

高
　
岡
　
支
　
部

名

誉

顧

問 

渡

辺

守

人

相
談
役
・
監
査
役 

橋

本

一

司

相
談
役
・
監
査
役 

大

島

哲

雄

支
部
長
・
県
総
代 

山

田

真

吾

副
支
部
長
・
事
業
部
長･

県
　
　
　
総
　
　
　
代 

金

田

　

尊

総
務
部
・
経
理
部
長 

大

島

喜

雄

共

済

部

長 

柴

田

裕

之

伏
　
木
　
支
　
部

相
　
　
談
　
　
役 
矢

　

田

　

　

　

孝

　

〃

　 

山

　

崎

　

光

　

寛

支

部

長 

丹

　

保

　

　

　

実

経

理

部

長 

古

岡

雄

一

共

済

部

長 

斉

岡

勝

実

事

業

部

長 

浅

井

伸

二

組

織

部

長 

米

谷

淳

一

大
　
門
　
支
　
部

相

談

役 

田

近

和

浩

相

談

役
・
幹

事 

矢

田

　

透

支

部

長 

藤

森

康

眞

副
支
部
長
・
経
理
部
長 

宮

下

宗

久

共

済

部

長 

五

島

一

浩

幹

　

事

　

長

・

教
育
部
長
・
幹
事 

桶

元

和

男

事

業

部

長 

嶋

田

英

之

広

報

部

長 

高

　

野

　

ち

づ

る

監

査 

中

山

春

夫

　

〃

　 

加

納

　

聖

幹

事 

小

野

尚

彦

　

〃

　 

穴

倉

芳

郎

　

〃

　 

矢

谷

良

弘

　

〃

　 

山

本

敏

枝

　

〃

　 

中

　

房

夫

　

〃

　 

安

　

田

　

三

音

子

　

〃

　 

谷

内

敬

一

　

〃

　 

櫻

井

毅

吉

　

〃

　 

山

本

政

秋

氷
　
見
　
支
　
部
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美しい富山をリアルな色で。

 

 

 

 

 

“As safe as the Rock” 
～ジブラルタ・ロックのように安心～ 

ジブラルタ海峡に位置する長さ 4.8km、高さ 400m にもおよぶ 

巨大な岩山“ジブラルタ・ロック”が社名の由来です。 

親会社プルデンシャル・ファイナンシャルのシンボルである 
“ジブラルタ・ロック”は、時を経ても変わることのない強さ、 

安定性、専門性、そして革新性を象徴しています。 

[コールセンター]  ０１２０-３７
ミ ナ

-２２６９
ジ ブ ロ ッ ク

 [ホームページ]https://www.gib-life.co.jp/ 

ジブラルタ生命保険株式会社 富山支社 第六営業所  
〒930-0083 富山県富山市総曲輪 1-7-15 ５階 
TEL：076-433-5170 

[受付時間] 平日 9：00 ～ 18：00 土曜 9：00 ～ 17：00 （日曜・祝日・12/31～1/3 を除く） 

 

富山営業所　富山市赤田622
　　　　　　TEL（076）492－3292

部

長 

吉

江

僚

子

副

部

長 

中

西

範

子

総

務

部

長 

寺

嶌

美

華

経

理

部

長 

浅

井

美

香

厚

生

部

長 
米

　

村

　

真

理

子

広

報

部

長 

鶴

　

谷

　

美

智

代

県
　
女
　
性
　
部

部

長

・

広

報 

前

田

崇

至

総

務 

西

田

寛

伺

会

計 

山

岸

聖

典

県
　
青
　
年
　
部

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　
高
岡
支
部
　
中
条 

　
政
昭 

様

 

令
和
３
年
11
月
３
日 

86
歳

　
高
岡
支
部
　
沼
　
　
邦
男 

様

 

令
和
３
年
11
月
6
日 

78
歳

　
滑
川
支
部
　
本
田
　
俊
昭 

様

 

令
和
３
年
11
月
12
日 

84
歳

　
富
山
支
部
　
岸
　
喜
代
志 

様

 

令
和
３
年
11
月
14
日 

79
歳

　
富
山
支
部
　
新
井
　
　
昭 

様

 

令
和
３
年
12
月
8
日 

81
歳
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顧

問　

高
畑　
　

清

　
　
　

〃　
　
　
　

笹
島　

近
志

　
　
　

〃　
　
　
　

立
浪　

邦
夫

相

談

役　

丹
保　
　

実

代

表　

稲
垣　

武
臣

副

代

表　

梧
桐　

雄
介

ト
ー
タ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

斉
藤　

浩
一

　
　
　

〃　
　
　
　

梅
島　

成
元

　
　
　

〃　
　
　
　

前
田　

順
一

　
　
　

〃　
　
　
　

亀
岡　

達
也

Ｎ

Ｅ

Ｗ

チ

ー

フ　

佐
藤　

太
一

経

理　

橋
爪　

恵
美

前
野　

浩
之

村
中　

清
勝

浅
井　
　

浩

佐
々
木
大
輔

福
沢　

和
利

山
田　

真
吾

島

田

昌

義

本
江　

慎
一

城
戸　

邦
夫

鈴
木　

賢
治

源
通　

将
人

高
澤　

賢
一

高
野　

裕
希

三
箇　

海
太

富山アーティカルクラブ
顧

　

　

問 

本

　

田

　

誠

　

一

代

　

　

表 

島

　

田

　

隆

　

夫

　

　

　

　 

大

　

谷

　

一

　

布

　

　

　

　 

横

　

井

　

邦

　

康

　

　

　

　 

前

　

田

　

順

　

一

　

　

　

　 

山

　

崎

　

隆

　

司

事

務

局 

斉

　

藤

　

為

　

久

　

他

　 

会

　

員

　

一

　

同

〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

ホ
ン
ダ
プ
レ
ミ
ア
ム
ヘ
ア
ー
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
代
表

全
理
連
中
央
名
誉
講
師

相
　
　
談
　
　
役 
吉

田

正

力

会
　
　
　
　
　
長 

下

方

利

明

副
　
　
会
　
　
長 

渡

　

　

　

　

　

博

監
　
　
　
　
　
査 

開

　

発

　

　

　

進

総
　
務
　
部
　
長 

開

　

発

　

　

　

進

経
　
理
　
部
　
長 

黒

滝

修

二

教
　
育
　
部
　
長 

井

上

豊

一

教
　
育
　
部
　
員 

井
上
　
豊
一
　
黒
滝
　
修
二

 

飯
田
　
光
二

班

長 

吉

　

田

　

正

　

力

　
　
　
〃
　
　
　 

渡

　

　

　

　

　

博

監
　
　
　
　
　
査 

前

田

順

一

本
　
　
部
　
　
長 

桶

　

元

　

和

　

男

副
本
部
長（
総
務
担
当
） 

川

　

渕

　

智

　

弘

副
本
部
長（
通
信
担
当
） 

高

柳

　

誠

経

理

担

当 

金

田

　

尊

教
　
育
　
担
　
当 

村

口

秀

一

広
　
報
　
担
　
当 

田

　

中

　

百

合

香

 

外

会

員

一

同

理

容

国

際

富

山

日
本
理
容
技
学
建
設
会

　
　
　
富 

山 

県 

本 

部

代　　表　　中　　村　　弘　　之

企画運営部長　　新　　喜　　裕　　二

経  理  部  長　　藤　　井　　直　　幸

役　　　　員　　松　　島　　慎　　吾

　　 〃 　　　　辻　　　　　大　　樹

他　会　員　一　同

事
務
所
　
氷
見
市
窪
一
〇
七
九
―
一 

Tel 

（
〇
七
六
六

） 

九
一
―
六
〇
三
二

E
-m

ail h
air-salon

-ok
em

oto@
k
g
8.so-n

et.n
e.jp

相 

談 

役
　
松
尾
　
克
夫

相 

談 

役
　
山
本
　
吉
信

支 

局 

長
　
清
水
　
茂
幸

副
支
局
長
　
山
崎
　
　
浩

サ
ロ
ン
局
　
竹
部
　
将
光

経 

理 

局
　
大
島
　
健
司

広 

報 

局
　
黒
田
　
充
紀

競 

技 

局
　
牧
野
　
泰
洋

教 

室 

局
　
楯
石
　
友
則

 

石
黒
　
直
樹

 

手
丸
　
勝
人

 

前
田
　
英
志

 

宮
下
　
宗
久

 

蛯
谷
　
智
明

 

王
畑
　
清
孝

 

米
沢
　
壮
績

 

外 

会
員
一
同

連絡先（松尾）
TEL/FAX （076）466－2526

メール　m1058@quartz.ocn.ne.jp

会　長　清　水　健　治

　外　　会　員　一　同

事務局　〒939－8057 富山市堀54－1

　　　   TEL  076（482）2635  シミズ内
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衛
生
消
毒
講
習
会

新
川
連
協

令
和
３
年
度
　
　
　
　
　
　

　 
第
５
回
理
事
会

日
時
　
令
和
3
年
10
月
18
日
㈪

　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所
　
組
合
事
務
所
2
Ｆ
会
議
室

1
、
理
事
長
挨
拶�

2
、
報
告
・
承
認
事
項 

①
議
事
録
承
認
の
件 

　
令
和
3
年
度
第
4
回
理
事
会（
8
月
2
日
）

②
メ
ー
ル
会
議
の
承
認 

　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
中
止
の
件（
8
月
14
日
）

　
事
業
部
担
当
者
会
議
の
件
（
8
月
23
日
）

　
理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
件
（
8
月
23
日
）

　 

組
織
機
構
改
革
分
科
会
メ
ン
バ
ー
選
出
の

件
（
8
月
30
日
）

　 

第
1
回
組
織
機
構
改
革
分
科
会
（
9
月
27

日
）
報
告
書
（
10
月
3
日
）

　 

第
2
回
組
織
機
構
改
革
分
科
会
（
10
月
11

日
）
報
告
書
（
10
月
17
日
）

③
富
山
県
理
美
容
学
校
報
告

④
中
間
監
査
報
告

3
、
各
部
報
告
・
審
議
事
項

総
務
部

① 

第
69
回
東
海
北
陸
理
容
競
技
大
会
開
催
の

件
②
第
14
回
県
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
の
件

③
組
合
員
台
帳
作
成
の
件

④ 
「
衛
生
事
業
者
等
感
染
防
止
対
策
支
援
事

業
費
助
成
金
」
申
請
者
調
査
の
件

経
理
部

①
月
次
経
理
報
告
会
の
件

②
令
和
3
年
度
前
期
収
支
報
告
の
件

③
固
定
資
産
購
入
の
件

④
青
年
部
女
性
部
助
成
金
の
件

組
織
部

①
新
規
加
入
・
脱
退
等

②
組
合
員
数

　
10
月
1
日
時
点
、
組
合
員
数
６
１
７
名

③ 

理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
（
9
月
13
日
）

の
件

④ 

組
織
機
構
改
革
分
科
会
（
9
月
27
日
、
10

月
11
日
）

共
済
部

①
共
済
加
入
促
進
運
動
の
件

②
店
舗
休
業
補
償
制
度
の
件

事
業
部

①
事
業
部
担
当
者
会
議
中
止
の
件

②
円
き
し
ず
く
の
件

中
間
監
査
会

日
時
　
令
和
3
年
10
月
18
日
㈪

　
　
　
9
時
30
分
～

場
所
　
理
容
組
合
事
務
所
2
Ｆ
会
議
室

　
令
和
3
年
度
中
間
監
査
会
が
中
村
進
（
福

光
支
部
）・
晴
柀
吉
永
（
上
市
支
部
）
両
監

事
と
当
組
合
顧
問
税
理
士
立
会
い
の
も
と
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各
部
長
か
ら
事
業
報

告
及
び
聞
き
取
り
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

広
報
部

①
理
容
と
や
ま
、
女
性
部
だ
よ
り
掲
載
の
件

教
育
部

①
第
69
回
東
海
北
陸
理
容
競
技
大
会
の
件

4
、
閉
会
挨
拶

　
令
和
３
年
10
月
25
日
㈪
、
午
後
１
時
30
分

よ
り
黒
部
市
国
際
文
化
セ
ン
タ
ー
・
コ
ラ
ー

レ
「
マ
ル
チ
ホ
ー
ル
」
に
て
、
新
川
厚
生
セ

ン
タ
ー
か
ら
福
山
氏
、
茶
木
氏
の
２
名
の
講

師
に
来
て
い
た
だ
き
衛
生
消
毒
講
習
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
と
し
て
、
１
回

目
を
13
時
30
分
～
（
黒
部
、
朝
日
支
部
）、

２
回
目
を
14
時
30
分
～（
魚
津
、入
善
支
部
）

の
２
回
に
分
け
て
参
加
者
62
名
で
行
な
わ

れ
、
最
初
に
高
見
連
協
長
か
ら
の
挨
拶
か
ら

始
ま
り
、
途
中
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
い
た
小

坂
理
事
長
に
も
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
習
の
内
容
と
い
た
し
ま
し
て
は
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
」「
各

店
舗
に
お
け
る
衛
生
消
毒
」「
感
染
症
へ
の

対
策
」の
３
つ
を
軸
に
話
を
し
て
い
た
だ
き
、

参
加
者
の
皆

さ
ん
も
コ
ロ

ナ
感
染
予
防

の
観
点
か
ら

か
、
い
つ
も

以
上
に
真
剣

に
講
師
の
話

を
聞
い
て
い

る
よ
う
に
感

じ
ら
れ
ま
し

た
。

　　　 令和４年１月５日  第 608 号　理　容　と　や　ま（  11  ）



⃝

高
岡
地
区
連
絡
協
議
会

連
協
紹
介

　
富
山
県
西
部
に
あ
る
高
岡
連
協
は
範
囲
が

広
く
、
高
岡
地
区
・
氷
見
地
区
・
射
水
地
区

と
3
地
区
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
各
地
区
で

の
衛
生
消
毒
講
習
会
、
教
育
講
習
会
、
連
協

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
等
の
交
流
が
あ
り
ま

す
。
最
近
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
や
や
縮
小
ぎ
み
で
す
が
、
今
後

も
講
習
会
、
そ
の
他
行
事
イ
ベ
ン
ト
等
の
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

・
連
協
役
員

相
談
役 

江
道
　
隆（
高
岡
）

連
協
長
・
県
理
事 

田
近
和
浩（
氷
見
）

副
連
協
長
・
県
理
事 

矢
田
　
透（
氷
見
）

副
連
協
長
・
県
理
事 
村
中
清
勝（
高
岡
）

衛
生
消
毒
講
習
会

砺
波
連
協

　
10
月
25
日
㈪
に
津
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ

ザ
に
て
令
和
３
年
度
砺
波
連
協
衛
生
消
毒
講

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
砺
波
厚
生
セ
ン
タ

ー
小
矢
部
支
所
の
馬
渕
俊
輔
さ
ん
を
お
迎
え

し
、
感
染
対
策
を
万
全
に
し
て
理
容
所
監
視

の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
、
日
頃
の
衛
生
管
理

に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

関
連
に
つ
い
て
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
理
容
師
は
衛
生
管
理
に
日
々
留
意

し
て
お
り
、
何
度
も
衛
生
消
毒
講
習
は
受
講

し
て
い
る
方
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
や
は
り

改
め
て
確
認
し
て
み
る
と
見
落
と
し
て
い
た

り
、
誤
っ
た
認
識
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
以
降
、
マ
ス
ク
の
着
用
や
手
指
の
消

毒
は
日
常
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
一
度
自
店

で
の
消
毒
や
衛
生
管
理
の
見
直
し
は
大
切
と

感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症

に
お
い
て
は

日
々
情
報
が

更
新
さ
れ
て

お
り
、
ウ
イ

ル
ス
も
変
異

し
て
い
る
の

で
こ
れ
で
万

全
、
と
い
う

こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
自
分
自
身
も
お
客
様
も
「
感
染
し

な
い
、
感
染
さ
せ
な
い
」
を
心
に
留
め
て
営

業
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

　
久
し
ぶ
り
の
砺
波
連
協
で
の
講
習
会
と
い

う
こ
と
で
35
名
ほ
ど
の
参
加
が
あ
り
、
お
元

気
な
姿
を
拝
見
で
き
て
嬉
し
く
感
じ
ま
し

た
。今
後
と
も
連
協
活
動
へ
の
ご
協
力
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

 

（
記
：
橋
爪
　
恵
美
）

氷
見
支
部

衛
生
消
毒
講
習
会

　
10
月
25
日
午
後
１
時
よ
り
「
氷
見
市
い
き

い
き
元
気
館
」
３
階
大
ホ
ー
ル
に
て
、
高
岡

厚
生
セ
ン
タ
ー
氷
見
支
所
衛
生
予
防
課
徳
永

江
里
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
、
衛
生
消

毒
講
習
会
を
コ
ロ
ナ
対
策
を
万
全
に
し
て
、

参
加
者
40
名
で
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
理
容
器
具
の
消
毒
の
注
意
点
・
コ
ロ
ナ
対

策
な
ど
を
説
明
し
て
頂
き
、
日
頃
の
衛
生
消

経
理
部
長
・
氷
見
支
部
長 

藤
森
康
眞

総
務
部
長
・
高
岡
支
部
長 

中
川
拓
也

事
業
部
長
・
小
杉
支
部
長 

冨
田
潤
吉

共
済
・
組
織
部
長
・
伏
木
支
部
長

 

山
田
真
吾

広
報
部
長
・
福
岡
支
部
長 

木
村
益
之

教
育
部
長 

佐
藤
太
一

監
査
・
新
湊
支
部
長 

宮
袋
勝
次

監
査
・
大
門
支
部
長 

丹
保
　
実

毒
の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
講
習
会
の
後
は
、『B
A
S
IC

I/
G
O
L
D
F
A
A

認
定
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
』
谷
口
啓
子
さ
ん

に
「
ズ
ン
バ
」
と
い
う
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
教

え
て
頂
き
、
日
頃
動
か
さ
な
い
筋
肉
を
軽
快

な
音
楽
に
合
わ
せ
て
無
理
な
く
楽
し
く
動
か

し
、う
っ
す
ら
と
汗
ば
む
程
の
30
分
で
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
コ
ロ
ナ
禍
で
運
動
不

足
の
中
、
気
持
ち
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た

と
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
次
の
日
に
筋
肉

痛
に
襲
わ
れ
て
な
い
か
心
配
で
す
が
、
集
ま

る
機
会
も
少
な
い
中
、
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
せ
た
と
思
い
ま
す
。

　
谷
口
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
広
報
Ｔ
）

女性部が変わります♡
★支部編成を無くし、参加、加入が自由になります。まずは、名称から‼

名称募集 皆さんで名付け親に
なってください。

《抽選でQUOカードプレゼント》
応募された方から10名様にQUOカード
500円分。見事採用された方にはQUO
カード5,000円‼
（重複した場合には更に抽選とさせていただきます）

〔例〕平和、穏やかな…、お茶飲み会
　 セクシー、ロイヤル、美しく…

� レインボーローズ部
　 日本女性…なでしこサークル� 等々
ご応募は、富山県理容組合事務局まで
　TEL�076-441-0604
　FAX�076-433-2309
　E-mail�toyama@riyo.or.jp
締切日　令和4年2月28日（月）
お問い合わせは…女性部長吉江僚子
　TEL�090-5170-4299たくさんの方のご応募お待ちしております

　第 608 号 令和４年１月５日 　　　理　容　と　や　ま （  12  ）



富山県理容器具商組合

㈲ 糀 　 谷 　 商 　 会
TEL（0766）84－4795　FAX（0766）84－4735

㈱ 島 　 　 理 　 　 研
TEL（076）431－8080　FAX（076）431－1010

ビ ッ グ バ ン
TEL（076）428－0404　FAX（076）428－0525

プ ロ シ ョ ッ プ・タ カ ギ
TEL（076）441－3040　FAX（076）441－3046

㈱ 安 　 吉 　 商 　 店
TEL（0766）25－2306　FAX（0766）25－2307

コロナ禍における私の挑戦　シリーズ⑤

 コロナ禍で生まれた時間 吉澤　　隆
　新年あけましておめでとうございます。昨年はコロナ禍の中、東京オリンピック、パ
ラリンピック、甲子園など大きな大会も制約のある中無事に開催され、多くの感動やド
ラマが生まれました。行事や大会の主催者は、やめるのではなくどうやったら安心、安
全に行えるのかを考え、模索しながら前へ進んできたことと思います。サロン内でも、
このコロナ禍の中で何ができるのか、生まれた時間を有効に使い、お客様に役立つ情報
や技術向上はないかと考えてきました。
　何年も前から「抗酸化」や「活性酸素」などのワードがよく聞かれていた中、水素の存在を知り、注目して
きました。水素は酸化を予防し活性酸素を無害な水に変える力があるそうです。実際に芸能人なども美容や健
康に水素を活用しています。アスリートの中でも、乳酸が溜まりにくく、筋肉の疲れ
が溜まりにくいことから水素を利用する人も増えてきています。最近では高校などの
部活動でも吸引式の水素が利用され始めているそうです。
　この酸化を予防する力を利用して、髪の老化や頭皮の老化、ヘアケアはもちろん、
ヘルスケアにもアプローチできることから自店でも水素トリートメントや水素サプ
リ、水素オイルなど、施術や店販で活躍してくれています。
　新たに取り入れたいものに効果や影響はどのようにあるのか、商品や商材の知識を
増やすために、コロナ禍で生まれた時間を有効に使ってみてはいかがでしょうか。（図
１）
　SNSが普及する中、最近ではカウンセリング時に、カタログからスタイルを聞くよ
りも携帯から「こんな感じに！」といわれることが多く、瞬時のカット展開やパーマ
のかけかたが求められます。
　そこで、パーマについて流行りやオススメだけでなくオリジナリティ―を増やそう
と巻き方の工夫を考えてみました。不揃いなカール感をだすために縦スライスでパネ
ルをとり、ウィービングで毛束を間引き、放射線状に巻き、間引かれた毛束にピンを
使って大きめのカールを作ります。他にも、間引かれた毛束にロッドの上から横スラ
イスのサイズ違いのロッドなどで巻き込むことによって新しいパーマ提案が可能にな
ります。巻き方を工夫することによってパーマの幅も広がり、スタイル提案もしやす
くなります。それに伴い整髪料の選び方や仕上がりの質感、ドライヤーの使い方など
をお伝えし、お客様が家に帰ってから再現しやすい物選びや状況を提案してあげると
良いと思います。（図２、３）
　行事やイベントが制約される中、今だからこそ何ができるのか、一度立ち止まって
技術や知識を見つめ直し、深めるタイミングなのかなと感じています。
　いまだ先行きが見えないwithコロナの時代ですが、少しずつでも前に進み、今年も
より良い一年になりますようお祈り申し上げます。

図１

図２

図３
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富山支社
〒930－0004　富山県富山市桜橋通り2－25　富山第一生命ビルディング7F
Tel.076－431－0211　

AF広宣課-2016-0031-1710001 6月24日

加越能バス株式会社

日本政策金融公庫 国民生活事業（生活衛生資金貸付）利率表

※貸付利率は金融情勢によって変動しますので、適用利率（固定）は、記載
されている利率とは異なる場合があります。

　また、使途等、返済期間、担保・保証人の有無などによって異なる利率
が適用されます。詳細は下記までお問合せ下さい。

　　　日本政策金融公庫　　富山支店  076－431－1191（近藤融資課長）
　　　　　　　　　　　　　高岡支店  0766－25－1171（武田融資課長）

（適用日：2021年12月1日・年利：％）

融資の種類 利　　　率

振

興

事

業

貸

付

設

備

資

金

振興事業施設のうち特定設備 特別利率Ｃ 0.30～1.75％

振興事業施設のうち特定設備以外のもの 基 準 利 率 1.06～2.65％

特
例
貸
付

福祉増進資金
防災 ・環境対策資金
雇用安定資金

特別利率Ｂ 0.41～1.90％

特別利率Ｃ 0.30～1.65％

運
転
資
金

振興計画に従って営業を営むのに必要な資金 基 準 利 率 1.06～2.36％

標準営業約款登録営業者にかかる資金 特別利率Ａ 0.66～1.96％

生活衛生関係営業経営改善資金特別貸付 特別利率Ｆ 1.21％

新型コロナウイルス感染症特別貸付 基 準 利 率 1.21～1.50％

共済給付状況 （令和３年10月・11月分）

全理連共済� 単位：円

給　付　種　類 件数 金　額

小 型 古 希 祝 金

小 型 還 暦 祝 金

小 型 長 寿 祝 金

小 型 入 院 見 舞 金

小 型 災 害 入 院 給 付 金

小 型 人 間 ド ッ ク 補 助 金

所 得 補 償 給 付 金

計

2

3

1

6

2

15

3

32

20,000

30,000

200,000

90,000

90,000

101,575

590,966

1,122,541

　令和３年度の富山市技能勤労者表彰が11月17日㈬
富山市役所にて行われ、富山支部の中村弘之さんが
受賞されました。

富山市技能勤労者表彰

中村　弘之氏（富山支部）受賞

高岡市技能功労者表彰

村中　清勝氏（高岡支部）受賞
　令和３年度の高岡市技能功労者表彰式が、11月12日㈮11時
より、高岡市役所にて行われました。

村中　清勝　　昭和36年８月11日（満59歳）
店舗名　サンライズムラナカ（富山県高岡市野村233－４）
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理美容鋏 製造・直販 
オーダーメイド

鋏の研磨・調整・修理 
全メーカー、納期：1週間 
代替えの鋏を無料で貸出！ 

１丁￥3000～ 
改造・改良・リニューアル 

はさみのことなら何でもお尋ね下さい！㈲ユニゾン

特徴 
逃がさない 
永切れ 

新製品のお知らせ 
Domino カット

支払方法：ローン分割、集金分割 
現金一括（割引あり） ルーツコントロールセニング

特徴： 
確実に少ない量が透ける（毛穴の1本切り） 
透ける精度が良いので安心してセニング出来る 
使いこなすことで応用が幅広くなる 

根元からカット！
髪のボリュームを

矯正！ 

サラサラ！
ツヤツヤ！

お
詫
び
と
訂
正

　
11
・
12
月
号
連
協
紹
介
に
於
き
ま
し

て
、
富
山
地
区
連
絡
協
議
会
　
事
業
・

共
済
部
長
　
魚
川
清
蔵
氏
の
所
属
支
部

が
［
魚
津
］
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

正
し
く
は
［
水
橋
］
で
す
。
訂
正
し
、

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
高
岡
連
協
各
支
部
か
ら
、
支
部
紹
介

の
記
事
を
頂
い
て
い
ま
す
が
、
各
連
協

の
紹
介
が
終
了
後
の
掲
載
と
な
り
ま

す
。
何
卒
ご
容
赦
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　皆様方もご承知のとおり、理容を目指す若者たちが激減しています。今に始まったことではなく、ずっと以前から減少してお

りました。高校生は理容という職業を知らず、オープンキャンパスへ来て初めて知る生徒も少なくはありません。全国の理美容

学校を見る限り、総じて美容科の１割程度の学生数であり、多くの学校は美容単独校であるのが現状です。よって、約２万名が

入学する美容科に対し、千名に届かない理容科の生徒数であることは納得できます。後継者育成という言葉が叫ばれてからずい

ぶん月日が経ったと思います。しかしながら、具体的な施策がないままに現在に至っているのも事実であります。理容はとても

良い職業だと思っております。このまま理容という職業が無くなるのか、人材が枯渇してしまうのか、理容という素晴らしい職

業を大切に思っている理容組合員の皆様には色々なお考えがあるかと存じます。今こそこの苦境を真剣に考える時だと私は感じ

ております。

　本校理容科に入学してくる生徒にはいくつかのタイプがあります。理容という職業を認識して入学するタイプとオープンキャ

ンパスで初めて知り理容科を選択するタイプの２つが大半の生徒の特長です。入学して本人たちが感じることは、理容科を選択

して良かったということ。ほぼ全員が感じている感想です。なぜ理容科で良かったかを深堀すると、皆理容の「技術力の高さ」

「真面目さ」「美しさ」を掲げます。また、就職に関して選択肢が少ないにも係わらず、雇用条件の高さも魅力的だと感じている

ようです。皮肉にも理容を目指す若者が少ないため、雇用条件が高くなっているのも現状です。ただ残念なのは、この雇用条件

が高いのは県内ではなく、東京都を中心とした大都市と呼ばれる地域に限定されます。一例をあげますと、東京都の千代田区、

中央区、港区、渋谷区、新宿区で営業しておられる理容所からの求人票は、初任給で25万円から28万円といった金額が提示され

ており、次年度には30万円に届くと伺っております。生徒はこれらをとても魅力的に感じており、理容を目指して良かったとい

うモチベーションにもつながっています。このことを見る限り、まだまだ理容には可能性があると確信をもしています。

　本校理容科の教育に対する考え方もここ数年で大きく変わりました。当然「基礎・基本」は大切に考えながらも多くの時間を

「応用」に割いています。「現場力」をつけるため、自身で考え行動できる人材の育成を目指しております。一例をあげますと、

過去多くの時間をワインディングといった単発な授業に割いていました。しかし今はほとんど基礎的に巻ける以外の時間は使っ

ておらず、カット・シェーブ・シャンプー・セット・パーマ・カラーなど複合的な項目を組み合わせ、現場の空気を読みながら、

準備・片付けなども項目に入れ、どのようなサロンで働くことになっても「応用力」が発揮出来るような指導方法に変えてきま

した。その指導方法の甲斐もあって、卒業後わずか半年でカットデビューといった結果を残した生徒が２年連続複数人誕生しま

した。その他の東京へ就職した生徒は皆１年程度でカットデビューし、給与面も30万円を大きく超える額をいただけるポジショ

ンに立てております。若い人材にモチベーションを保たせる方法としては、修行といった考え方ではなく、明るい未来と一般企

業と遜色のない現実的な賃金を目標として掲げ、教育の仕方、従業員としての育て方を今一度考え直す必要があると思います。

理容を目指す若者が少なくなった今、「選んでくれた若者を大切に育てる」ということを最大のミッションとして我々一人ひと

りの考え方の変化と行動が大切になってくるのではないでしょうか。

富山県理容美容専門学校　理容科　就職状況について� 理容科　中条 政彦
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富山県理容美容専門学校からのお知らせ

〈入試情報〉令和４年度　入学願書受付中
詳しくは、富山県理容美容専門学校ホームページをご覧ください。

〈令和4年1月以降のオープンキャンパスの開催日程〉
2月19日㈯
3月13日㈰
3月30日㈬

願書受付期間 選考日 合格発表
一般選抜 二次 令和４年１月５日㈬〜 随時 随時

理容・美容・エステティック・ネイル・メイクに興味のある方がお近くにいらっしゃいましたら、ぜひご紹介ください。
ご紹介料：５万円（理容科・美容科）
詳しくは、富山県理容組合（TEL 076－441－0604）までお問い合わせください。

実際に見て、体験をしてください！新しい発見があるはずです!!
各回ごとにスペシャルイベント等開催します。
保護者の皆様もぜひお越しください。お待ちしております。
体験等の詳細は学校ホームページをご覧ください。
http://www.toyama-bb.ac.jp

富山県理容美容専門学校　入学案内専用ダイヤル　0120－190－135

TBB WEBオープンキャンパス
　①リアルタイムで授業見学＆学生VOICE（毎週水曜日)
　　zoomを利用して授業見学。学生へ質問もできます。リアルなTBB生の学校生活を見てみよう！
　②イブニング相談会（毎週木曜日18:00 ～ )
　③保護者WEB個別相談会（随時)
　④WEB個別相談（随時)
　自宅にいながら、学校説明・個別相談が受けられます。役立つ情報満載です。本校ホームページから事前にお申
込みをしていただいた上で、指定の日時にオンラインでWEBオープンキャンパスを実施いたします。詳しくは、
ホームページをご覧ください。

※新型コロナウイルスの流行状況に
よっては、開催日程等を変更させて
いただく可能性がございます。詳し
くはホームページでご確認ください。
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